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歯科材料 ０５ 歯科用接着充填材料* 

管理医療機器 歯科用長期的使用咬合スプリント向け材料（70929000） 

ジーシー スプリントレジンＬＣ 
 

 

【禁忌・禁止】 

メタクリレート系ポリマー、メタクリレート系モノマーに対して

発疹、皮膚炎などの過敏症の既往歴のある患者には使用しない

こと。 

 

【形状・構造及び原理等】 

［主材］ 

形状 ：シート状ペースト 

主成分 ： メタクリル酸エステル、シリカ微粉末、 

ポリウレタン 

色調（1色） ＝  クリアー（半透明） 

原理 

ペースト状であり、可視光線の照射によりモノマーの重合が起

こり硬化する。 

 

［エアーバリヤー材］ 

形状 ：液体 30ｇ 

主成分 ：蒸留水、水溶性高分子 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、顎機能障害者の治療に広く用いられているスプリント療

法に使用する。 

 

［使用目的又は効果に関連する使用上の注意］ 

１） スプリントの厚みは、破折を防止するためにも 1.5mm 以上を

確保すること。また、ブラキシズムの強い患者などに用いる

場合は、厚みを充分考慮して作製すること。 

２） 前歯部と臼歯部の接合部に補強が必要な場合には、一度接合

部をディスクなどを用いて幅１mm 程度切断し、切断したスプ

リントを口腔内歯列に戻して常温重合レジン ジーシーユニ

ファストⅡやユニファストⅢのクリアーで補修、連結する

こと。 

３） 口腔内からの着脱時は、装着の歯列に対して垂直に外すよう

に指導すること。［アンダーカット等が着脱のしやすさに影

響するため。］ 

４） 光遮断性のパックを開封後、明るいところにわずかな時間で

も取り出したレジンは長期保存できないので、速やかに使用

すること。 

５） 作業後に残った余剰のレジンは、長時間光の照射を受けてい

るため保存はできないので、使用後破棄すること。 

６） 本品は、強い光を発する照明用スタンドやデンタルユニット

の無影灯下での作業は避け、通常の室内光の下で使用する

こと。 

 

【使用方法等】 

［間接法］ 

１） 作業模型及び本品の準備 

通法に従い作業模型を製作し、スプリントに付与したい上下

顎の位置関係を咬合器に設定し、作業模型を装着します。そ

の後、咬合器に装着した作業模型上でスプリントの設計を行

います。 

本品は、使用する前に 50～60℃のお湯に製品袋のまま５分程

度浸漬します。 

２） 概形ラインの設計 

本品は、硬化後若干の弾性性質がありますので、歯間部など

のアンダーカット部をブロックアウトする場合には完成し

たスプリントの保持力を考慮して、アンダーカットに少し入

り込む位置に概形ラインを設定してください。加熱重合レジ

ン（アクロンなど）による同種スプリント作製に比べ、本品

で製作した場合には概形ラインを若干アンダーカット部に

入り込んだ位置で設計します。 

３） 模型への圧接 

圧接する石こう模型の面性状が粗い場合には、小筆などを使

用してジーシージュラコート又はワセリンなどを分離材と

して、スプリントを製作する作業模型面に均一に薄く塗布し

ます。 

歯列に添って本品を圧接します。この時圧接面に浮きや気泡

が入らないように、また咬合面部分の厚みが均一になるよう

にゆっくりと圧接します。圧接から成形の一連作業は、おお

よそ 20 分程度で終了させます。 

４） 設計のポイント 

歯間乳頭部に確実に本品が入り込み、圧接ができていること

を確認します。 

補強のため、前歯口蓋側に本品を盛り足します。また、破折

を防止するため、左右臼歯部頬側部分が薄くならないように

設計します。 

５） 辺縁部のトリミング 

均一に圧接後、全体の成形を行い、辺縁の位置を決定し、余

剰部分を技工用彫刻刀などを用いてトリミングします。トリ

ミング後、辺縁の形態を整えます。この時、辺縁部分に浮き

がないことを確認します。圧接時に盛り足しを行う場合には、

盛り足し部分がよく馴染み境目がでないように、また気泡が

混入しないように圧接します。 

６） 咬合面の形態付け 

咬合器上で上下顎の模型を圧接し、本品上に咬合面形態を付

与します。 

圧接後、犬歯ガイドの付与及び咬合面形態の仕上げを行います。

なお、対合歯には、ジーシージュラコート又はワセリンを予

め塗布しておきます。圧接によりスプリント辺縁部分が開く

ことがあるので、確認の上、辺縁部分の再圧接を行います。

また、辺縁ラインの位置を確認します。 

７） エアーバリヤー材の塗布 

空気と触れているレジン面全体に、エアーバリヤー材を筆に

てまんべんなく塗布します。ただし、模型と接している内面

部分には、エアーバリヤー材を塗布する必要はありません。 

８） 光重合 

ジーシー プチライトＰＬ-Ⅰなどの可視光線照射器のテー

ブルの上に模型ごと設置し、光照射を行い重合を完了させま

す（照射時間は下表を参照してください）。光が到達しにく

い部分がある場合には、ハンディタイプの光照射器により追

加照射を行います。レジンが完全に重合したことを確認後、

石こう模型を咬合器に再度装着し、咬合調整を行います。 

その後、重合したスプリントを石こう模型から注意深く徐々

に取り外します。 

硬化深度(mm)と光照射時間 

レジンの厚み

照射器 
5mm 未満 5mm 以上 

ジーシー プチライト

PL-Ⅰ 
5 分照射 

5 分照射後反対面

を 5 分照射 

ジーシー ラボライト

LV-Ⅱ、Ⅲ 
5 分照射 

5 分照射後反対面

を 5 分照射 

ジーシー ラボライト

LV-Ⅰ 
8 分照射 

8 分照射後反対面

を 8 分照射 

９） エアーバリヤー材の水洗 

重合後、エアーバリヤー材を水道水で充分に水洗します。 

10） 形態修正と研磨 

技工用カーバイドバーやシリコーンポイントにより、通法に

て形態修正と研磨を行います。 

11） 試適と調整 

完成したスプリントを口腔内へ試適し、調整を行います。調

整の過程で不足部分や修正が生じた場合には、常温重合レジ

ン ジーシー ユニファストⅡやユニファストⅢのクリアー

を用いて形態修正を行います。 
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［直接法（緊急応急処置）］ 

１） 前準備 

アンダーカットの有無の確認などの口腔内診査終了後、上顎

歯列を前歯部、左右臼歯部の３ブロックに分けて本品を歯列

に圧接します。 

本品は、使用する前に 50～60℃のお湯に製品袋のまま５分程

度浸漬します。 

２） 前歯列への圧接 

圧接を行う歯列部分を、エアーシリンジで充分に乾燥させま

す。その後、上顎の前歯部分に本品を圧接します。この時、

圧接面に浮きや気泡が入らないように、また咬合面部分の厚

みが均一になるようにゆっくりと圧接します。 

３） 予備重合 

前歯部の成型が終了した後、スプリント上に付与したい顎位

に下顎を誘導し、タッピングを行わせながら下顎前歯部切縁

の圧痕を付けます。その後咬合接触点を調整しながら、上下

顎の位置関係や挙上させる高さを決めます。 

歯列からの撤去時や調整時の変形を防ぐため、ハンディタイ

プの可視光照射器にて予備重合を行います。光照射時間は、

１歯当たり 10 秒程度まんべんなく照射します。 

４） 左右臼歯列への圧接 

続いて左又は右臼歯部分をそれぞれ順番に圧接、予備重合、

調整の一連の作業を行います。この時、連結する部分に気泡

や浮きがないよう行います。 

５） エアーバリヤー材の塗布 

予備重合を終了したスプリントを口腔内から撤去し、レジン

面全体にエアーバリヤー材を筆にてまんべんなく塗布します。 

６） 光重合 

ジーシー プチライトＰＬ-Ⅰなどの可視光線照射器にて光

照射を行い、重合を完了させます（照射時間は下表を参照し

てください）。光が到達しにくい部分がある場合には、ハン

ディタイプの光照射器により追加照射を行います。 

硬化深度(mm)と光照射時間 

レジンの厚み 

照射器 
5mm 未満 5mm 以上 

ジーシー プチライト

PL-Ⅰ 
5 分照射 

5 分照射後反対面

を 5 分照射 

ジーシー ラボライト

LV-Ⅱ、Ⅲ 
5 分照射 

5 分照射後反対面

を 5 分照射 

ジーシーラボライト

LV-Ⅰ 
8 分照射 

8 分照射後反対面

を 8 分照射 

７） エアーバリヤー材の水洗 

重合後、エアーバリヤー材を水道水で充分に水洗します。 

８） 形態修正と研磨 

技工用カーバイドバーやシリコーンポイントにより、通法に

て形態修正と研磨を行います。 

９） 試適と調整 

完成したスプリントを口腔内へ試適し、調整を行います。調

整の過程で不足部分や修正が生じた場合には、常温重合レジ

ン ジーシー ユニファストⅡやユニファストⅢのクリアー

を用いて形態修正を行います。 

 

［使用方法に関連する使用上の注意］ 

１） 本品をお湯に浸漬する場合、製品袋から取り出して直接お湯

に浸漬させると、圧接時に模型上で滑り、作業がしにくくな

ることから、お湯には必ず製品袋に入れたままで浸漬すること。 

２） 直接法で使用する場合、圧接を行う歯列の乾燥が不充分だと

圧接時に滑りが生じ、圧接しにくくなるので、エアーシリン

ジで充分に乾燥させること。 

３） 少量使用する場合には、製品パックから取り出したレジンを

素早く必要量を切り取り、残りのレジンは製品袋へ戻すこと。 

４） エアーバリヤー材の塗布には専用（No.9）の筆を使用し、プ

ライマーなどに使用した筆と絶対に混用しないこと。［製品

本来の性能が得られない可能性がある。］ 

５） エアーバリヤー材は口腔内で使用しないこと。［洗浄が困難

になる可能性がある。］ 

６） 小分けしたエアーバリヤー材は、元の容器に戻さないこと。

［変質が起こる可能性がある。］ 

７） 重合後、エアーバリヤー材を充分水洗すること。 

８） 本品の盛り足し圧接時に、気泡が混入しないように注意する

こと。 

９） 硬化深度は可視光線照射器の照射能力に依存するので、定期

的に清掃及びランプの交換などのメンテナンスを行うこと。 

 

【使用上の注意】 

１） 使用注意（次の患者には慎重に適用すること） 

① 薬剤、食品、アクセサリー、化学物質等に過敏症の既往歴が

ある患者には、本品及び類似品に対して過敏症歴がなくても

問診を行い、慎重に適用すること。 

 

２） 重要な基本的注意 

① 本品の使用により発疹などの過敏症状を起こした患者には、

使用を中止し、すぐに医師の診断を受けさせること。 

② 本品に対して、発疹、皮膚炎などの過敏症の既往歴のある術

者は、本品を使用しないこと。また、使用により過敏症状を

起こしたときは、使用を中止し、すぐに医師の診断を受ける

こと。 

③ 本品は可燃性であることから、火気の近くで使用したり、火

気の近くに置かないこと。 

④ 光照射の際は、保護眼鏡などを使用し、照射光を直視しない

こと。［目を痛める可能性がある。］ 

⑤ 重合したレジンは、水中に保存し、残留モノマーを溶出させ

てから口腔内に装着すること。［過敏症を誘発する可能性があ

る。］ 

⑥ エアーバリヤー材は、直接素手で触れないこと。また皮膚に

付着させたり、目に入らないように注意すること。皮膚に付

着した場合は、すぐにアルコール綿などで拭った後、流水で

洗浄すること。万一目に入った場合は、すぐに多量の流水で

洗浄し眼科医の診断を受けること。 

⑦ 他の製品と混用しないこと。［製品本来の性能が得られない可

能性がある。］ 

⑧ 本品は、【使用目的又は効果】の項に記載の用途以外には使用

しないこと。 

⑨ 本品は、歯科医療有資格者以外は使用しないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

［保管方法］ 

・ 高温となる場所（ストーブの側、直射日光の当たる場所など）

を避けて保管する。 

・ 本品は光により重合を開始する特性を有しているので、必要

量採取後は速やかに容器を密栓し遮光する。 

・ 本品は、歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管

理する。 

・ エアーバリヤー材は、使用後すぐに密栓する。 

・ エアーバリヤー材使用後は、ノズルの先に付着した液を拭い

てから蓋をする。 

・ エアーバリアー材塗布用の筆（No.9）は、使用後に必ず水洗

して保管する。 

 

［有効期限］ 

本品は、包装に記載の使用期限※までに使用する。 

※（例 EXP.２０２５－０５ は 

 使用期限２０２５年 ５月 を示す。） 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 ： 株式会社ジーシーデンタルプロダクツ 

主たる設計元 ： 株式会社ジーシー 

 

発売元 ： 株式会社ジーシー 

住所 ： 〒113－0033 

  東京都文京区本郷 3 丁目 2番 14 号 

電話番号 ： （お客様窓口）0120-416480 
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